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じ
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に

還相回向の研究

　

『教
行
信
証
』
「
証
巻
」
に
は
、
真
実
の
行
信
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る

「真
実
の
証

(さ
と
り
)」
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の

本
文
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
前
半
は
、
「往
相
の
証
果
」、
つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
明
か
し
、

後
半
は
、
「還
相
の
悲
用
」、
つ
ま
り
、
稜
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。
こ
の

「往
相
の

証
果
」
と

「還
相
の
悲
用
」
は
、
二
つ
の
事
柄
で
は
な
く
、
「往
相
の
証
果
」
の
内
容
が

「還
相

の
悲
用
」
な
の
で
あ
り
、
浄
土
に
往
生

し

て
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
繊
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
は
た
ら
き
を
す
る
身
と
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
後
半
の

「還
相
の
悲
用
」
を
表
す
還
相
回
向
釈
が
、
「証
巻
」
の
大
半
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
真
実
の
さ
と
り
と
は
、

自
ら
の
さ
と
り
を
完
成
す
る
と
い
う
自
利
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
を
救
済
す
る
と
い
う
利
他
に
こ
そ
、
そ
の
中
心
が
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
浄
土
に
往
生
し
成
仏
す
る
こ
と

(往
相
)
も
、
臓
土
に
還
っ

て
来
て
衆
生
救
済
す
る
こ
と

(還
相
)
も
、
と
も
に
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
回
向

(回

1



ら
し
振
り
向
け
る
)
と
い
う
言
葉
で
顕
し
、
往
相
回
向

・
還
相
回
向
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
尚
、「証
巻
」
の
総
論
及
び
前
半
部
分
の

「往
相
の
証
果
」
に
つ
い
て
は
、拙
論

「
『教
行
信
証
』
の
研
究
1

「証
巻
」
を
中
心
と
し
て
ー
」

に
お
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
本
論
文
で
は
、
後
半
の

「還
相
の
悲
用
」
(還
相
回
向
釈
)
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
く
。

1

還
相
の
悲
用

(還
相
回
向
釈
)

(
1
)
還
相
回
向
を
顕
す

　

『教
行
信
証
』
「証
巻
」
の
還
相
回
向
釈
は
、
最
初
の
御
自
釈
以
外
は
、
『浄
土
論
』
と

『論
註
』
の
引
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る

(最
後

に
往
還
結
釈
の
御
自
釈
あ
り
)。
ま
ず
、
最
初
の
御
自
釈
に
、

　
　

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願

(第
二
十
二
願
)
よ

　
　
り
出
で
た
り
。
ま
た

一
生
補
処
の
願
と
名
つ
く
。
ま
た
還
相
回
向

の
願
と
名
つ
く
べ
き
な
り
。
『註
論
』
(論
註
)
に
顕
れ
た
り
。

　
　
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。
『論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
三
頁
)

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「教
巻
」
の
最
初
に
、

　
　

つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』

一
三
五
頁
)

と
あ
る
も
の
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
「証
巻
」
の
前
半
で
往
相
に
つ
い
て
述
べ
終
わ
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
還
相
に
つ
い
て
述
べ
る
の

で
あ
る
。

　
往
相
と
は
、
「往
生
浄
土
の
相
状

(浄
土
に
往
生
す
る
あ
り
さ
ま
)」
の
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
還
相
と
は

「還
来
稼
国
の
相
状
」
、

つ
ま
り
、
「浄
土
に
往
生
し
た
後
、
(衆
生
救
済
の
為
に
、)
こ
の
世

(稼
国
)
に
還

っ
て
く
る
あ
り
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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そ
れ
が
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
回
向

(回
ら
し
振
り
向
け
る
)
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

　

「利
他
教
化
地
の
益
」
の

「利
他
」
と
は
、
自
利
に
対
す
る
利
益
他

(他
を
利
益
す
る
)
の
意
味
で
あ
り
、
「教
化
地
」
と
は
、
衆
生

救
済

の
地
位
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
成
仏
し
た
者
は
、
稼
土
に
還

っ
て
来
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
は
た
ら
き

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
還
相
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
利
他
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　

の
根
源
に
、
他
力
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
還
相
が
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
回
向
に
よ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も
の
が
、
次
の

　
　
す
な
は
ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願

(二
十
二
願
)
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た

一
生
補
処
の
願
と
名
つ
く
。
ま
た
還
相

回
向
の
願
と
名
つ

　
　
く
べ
き
な
り
。

と

い
う
言
葉
で
あ
る
。
「必
至
補
処
の
願
」
と

=

生
補
処
の
願
」
と
い
う
願
名
は
、
魏
訳
の

『大
経
』
の
第
二
十
二
願
文

(「究
寛
必

至
　

一
生
補
処
」)
か
ら
取

っ
た
名

(文
名
)
で
あ
り
、
「還
相
回
向
の
願
」
と
い
う
願
名
は
、
法
義
か
ら
立
て
ら
れ
た
名

(義
名
)
で

あ

る
。

　
第
二
十
二
願
文
は
、
次
に
直
接
引
用
せ
ず
、

　
　

『註
論
』
(論
註
)
に
顕
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
願
文
を
出
さ
ず
。
『論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。

と
、
後
の

『論
註
』
の
引
文
の
中
で
の
引
用
と
な

っ
て
い
る
。

還相回向の研究

(
2
)

引
文

(
『浄

土

論

』
・
『論

註
』

の
文

)

御

自

釈

の
後

、
釈

の
引

文

で
あ

る
が

、

『
浄

土
論

』

(①

)
・
『論

註

』

(②

③

4

5

6

7

8

9

10
)

の
合

計

十

文

が

引

か
れ

る
。
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①

『浄
土
論
』
「利
行
満
足
章
」
(五
功
徳
門
の
園
林
遊
戯
地
門
の
釈
)
の
引
文

　

ま
ず
、
『浄
土
論
』
「利
行
満
足
章
」
五
功
徳
門
の
園
林
遊
戯
地
門
の
釈
を
引
用
し
、
還
相
回
向
の
内
容
を
表
し
て
い
る
。

　
　
出
第
五
門
と
は
、
大
慈
悲
を
も
つ
て

一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、
応
化
の
身
を
示
す
。
生
死
の
園
、
煩
悩

の
林
の
な
か
に
回

　
　
入
し
て
、神
通
に
遊
戯
し
て
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力

の
回
向
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
こ
れ
を
出
第
五
門
と
名
つ
く

(『註
釈
版
聖
典
』

　
　

三

一
三
頁
)

と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
『浄
土
論
』
に
は
、
往
生
の
行
と
し
て
五
念
門

(礼
拝

・
讃
嘆

・
作
願

・
観
察

・
回
向
)
が
説
か
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
五
念
門
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
功
徳
と
し
て
、
五
功
徳
門

(近
門

・
大
会
衆
門

・
宅
門

・
屋
門

・
園
林
遊
戯
地
門
)
が
説

か
れ
る
。
五
功
徳
門
の
中
、
初
め
の
四
門
は
、
自
利
の
行

(入

"
浄
土
に
入
る
)
で
あ
り
、
第
五
番
目
の
園
林
遊
戯
地
門
は
、
利
他
の

行

(出

"
教
化
の
為
に
浄
土
を
出
る
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
利
利
他

の
行
が
完
成
し
て
仏
の
さ
と
り
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
引
文
中
の

「出
第
五
門
」
と
は
、
回
向
門
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
園
林
遊
戯
地
門
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
還
相
回
向

を
表
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
、
大
慈
悲
心
を
も

っ
て
、
苦
し
み
悩
む

一
切
の
衆
生
を
見

て
、
さ
ま
ざ
ま
な

姿
を
現
し
、
煩
悩
に
満
ち
た
迷
い
の
世
界
に
還
っ
て
、
思
い
の
ま
ま
に
衆
生
を
教
え
導
く
位
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
、
「本

願
力
の
回
向
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。」
と
あ
る
よ
う
に
、阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力

の
回
向
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「本
願
力
」
と
は
、『浄

土
論
』
当
分
で
は
、
往
生
人
の
本
願
力
で
あ
り
、
還
相
回
向

の
主
体
は
往
生
人
で
あ
る
が
、
親
驚
は
、
そ
の
主
体
を
阿
弥
陀
如
来
で
あ

る
と
し
た
の
で
あ
る
。

4

②

『論
註
』
「起
観
生
信
章
」
の
引
文

二
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「起
観
生
信
章
」
の
文
で
あ
る
。
「起
観
生
信
」
と
は
、
観
察
に
よ
っ
て
、
信
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で



還相回向の研究

あ

る
。
往
相

・
還
相

の
二
種
回
向
を
説
く
中
の
、
還
相
回
向
の
文
で
あ
り
、
還
相
と
い
う
語
が
明
ら
か
に
出
る
文
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
を
は
り
て
、
奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那

・
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
、

　
　

一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
か
へ
し
む
る
な
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
三
頁
)

と
、
還
相
と
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
、
自
利
の
智
慧

(静
か
な
心
で
浄
土
に
生
れ
た
い
と
願
い

〈奢
摩
他
〉
〔作
願
〕、
智
慧
を
も

っ
て
如

来

の
徳
を
確
認
す
る

〈毘
婆
舎
那
〉
〔観
察
〕)
と
利
他
の
慈
悲

(方
便
力
)
を
成
就
し
て
、
迷
い
の
世
界
に
還

っ
て
来
て
、
す
べ
て
の

衆
生
を
導
き
、
と
も
に
仏
の
さ
と
り
に
向
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
も
し
は
往
、
も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜

い
て
生
死
海
を
度
せ
ん
が
た
め
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
〈回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成

　
　
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま

へ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。

と
、
「往
相
も
還
相
も
み
な
衆
生
の
苦
を
除
き
、
生
死
の
迷
い
か
ら
救
済
す
る
為
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
『浄
土
論
』
に
、
〈
(阿
弥
陀
如
来
の
)

回
向
を
も
と
と
し
て
、
大
い
な
る
慈
悲

の
心
を
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〉
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。」
と
阿
弥
陀
如
来

の
回
向
を
根
本
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鶯
は
、
こ
こ
で
も
回
向
の
主
体
を
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
『正
像
末
和
讃
』
に
、

　
　
如
来
の
作
願
を
た
つ
ぬ
れ
ば
　
苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て

　
　
廻
向
を
首
と
し
た
ま
ひ
て
　
大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り

(『註
釈
版
聖
典
』
六
〇
六
頁
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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③

『論
註
』
「観
察
体
相
章
」
の
引
文

　

三
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「観
察
体
相
章

(観
行
体
相
章
)」
の
文
で
あ
る
。
「観
察
体
相
」
と
は
、
観
察
の
対
象
と
な
る
浄
土
、

仏
及
び
菩
薩

の
荘
厳
相
を
明
か
す
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

「観
察
体
相
章
」
の
仏
荘
厳
入
種
功
徳
成
就
の
第
八

の
後
半
か
ら
以
後

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
引
文
は
、
(i
)仏
荘
厳
八
種
功
徳
成
就
の
第
八
「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
の
文
、
(・u
)仏
荘
厳
八
種
功
徳
成
就
の
次
第
を
示
す
文
、

(
川皿
)
菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳
成
就
の
文
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

6

(・1
)
仏
荘
厳
八
種
功
徳
成
就
の
第
八

「不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」

　
ま
ず
、
仏
荘
厳
八
種
功
徳
成
就

の
第
八

「不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
の
文
で
あ
る
。
不
虚
作
住
持
功
徳
と
は
、
仏

の
虚
妄
な
ら
ざ
る

は
た
ら
き
に
よ
っ
て
安
住
し
、
成
立
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
性
質

・
は
た
ら
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
虚
作

の
願
力

に
よ
っ
て
、
往
生

人
が
す
ぐ
れ
た
利
益
を
得
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

　
　
〈す
な
は
ち
か
の
仏
を
見
た
て
ま

つ
れ
ば
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
、
畢
寛
じ
て
平
等
法
身
を
得
証
す
。
浄
心
の
菩
薩
と
、
上
地
の
も
ろ

　
　
も
ろ
の
菩
薩
と
、
畢
寛
じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
る
が
ゆ
ゑ
に
V
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
三
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
仏
を
見
た
な
ら
ば
、
平
等
法
身
を
得
る
。
そ
れ
は
上
位

の
菩
薩

(浄
心
の

菩
薩
と
上
地
の
菩
薩
)
が
た
と
同
じ
く
、
寂
滅
平
等

の
法
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
は
、
未
だ
清
浄
な
心
と
な
っ
て
い
な
い
菩
薩
の
こ
と
で
、
菩
薩
の
位
で
言
え
ば
、
初
地
か
ら
七
地
ま
で
の
菩
薩

の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
位
の
菩
薩
は
、
ま
だ
自
他
へ
の
と
ら
わ
れ
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
利
他
の
活
動
を
す
る
の
に
、
作
心

(心

〈強
い

意
志
力
〉
を
働
か
せ
る
こ
と
)
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る

(有
功
用
地
)。
そ
れ
に
対
し
て
、
浄
心
の
菩
薩

(八
地
の
菩
薩
)
や
上
地
の
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菩
薩

(九
地
・十
地
)
の
菩
薩
は
、
一
切
の
と
ら
わ
れ
を
離
れ
、作
心
を
用
い
ず
、自
在
に
利
他
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る

(無

功
用
地
)。
平
等
法
身
と
は
、
相
対
的
差
別
の
見
方
を
離
れ
、
絶
対
平
等
の
真
理

(寂
滅
平
等
)
を
さ
と

っ
た
八
地
以
上
の
菩
薩
の
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
八
地
以
上
の
菩
薩
は
報
生
三
昧
を
得
る
と
い
う
。
報
生
三
昧
と
は
、
果
報
と
し
て
自
然
に
生
じ
た
寂
静

の
境
地
を
い
う
。

七
地
の
菩
薩
が
八
地
の
菩
薩
に
な
る
時
、
法
性
生
身
を
得
る
。
法
性
生
身
は
、
生
死
肉
身
に
対
す
る
も
の
で
、
迷
い
の
世
界
に
生
き
て

い
る
凡
夫
は
、
生
死
の
肉
身
で
あ
る
が
、
迷
い
の
世
界

(生
死
)
を
超
え
た
聖
者
は
、
法
性

(真
如
)
か
ら
生
じ
た
身
を
得
る
の
で
あ
る
。

生
死
肉
身
は
分
断
生
死

(有
限
的
な
体
の
生
死
)、
法
性
生
身
は
変
易
生
死

(限
定
を
超
え
た
体
の
生
死
で
、
法
性

の
道
理
に
従

っ
て
衆

生
を
導
く
た
め
に
、
現
れ
た
り
隠
れ
た
り
自
在
に
変
化
す
る
)
と
言
わ
れ
て
い
る
。
報
生
三
昧
は
肉
身
を
離
れ
て
法
性
生
身
を
得
る
時
、

そ

の
法
性
生
身
の
果
報
と
し
て
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
然
に
得
ら
れ
る
三
昧
で
あ
る
の
で
、
報
生
三
昧
と
言
う

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
報
生
三
昧
の
具
体
的
内
容
を
、

　
　
こ
の
菩
薩
は
報
生
三
昧
を
得
。
三
昧
神
力
を
も
つ
て
、
よ
く

一
処
二

念
二

時
に
、
十
方
世
界
に
遍
じ
て

(不
動
而
至
二

念
遍
至
)、

　
　
種
々
に

一
切
諸
仏
お
よ
び
諸
仏
大
会
衆
海
を
供
養
す

(無
相
供
養
)。
よ
く
無
量
世
界
に
仏
・法
・僧
ま
し
ま
さ
ぬ
処
に
し
て
、
種
々

　
　
に
示
現
し
、
種
々
に

一
切
衆
生
を
教
化
し
度
脱
し
て
、
つ
ね
に
仏
事
を
な
す

(示
法
如
仏
)。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
四
頁
)
(カ
ッ

　
　

コ
内
、
著
者
挿
入
)

と
、
菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳
で
示
さ
れ
る
、
不
動
而
至

・
一
念
遍
至

・
無
相
供
養

・
示
法
如
仏
の
徳
と
し
て
表
し
て
い
る
。
続

い
て
、
「往

来

の
想
、
供
養

の
想
、
度
脱
の
想
な
し
。」
と
、
報
生
三
昧
の
衆
生
救
済
が
、
作
心
を
用
い
な
い
任
運
無
功
用
の
救
済

で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
尚
、
先
述
の
よ
う
に
未
証
浄
心
の
菩
薩
と
は
、
初
地
か
ら
七
地
ま
で
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
が
、
道
緯
は

『安
楽
集
』
巻
下
に
、
こ
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の
文
を
引
く
に
あ
た
り
、
「十
方

の
人
天
、
か
の
国
に
生
ず
る
も
の
は
、
す
な
は
ち
浄
心
の
菩
薩
と
無
二
な
り
。」
(『註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』

二
八
〇
頁
)
と
、
十
方

の
人
天
ま
で
含
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
親
驚
に
お
い
て
も
、
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
、
七
地
以
前

の
す
べ
て
の
行
者
、

凡
夫
ま
で
も
含
む
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
親
鶯
は
、

一
切
の
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
平
等
法
身
の
身
と
な
り
、
寂
滅
平
等

の
境
地
に
入
り
、
報
生
三
昧
の
徳

を
得
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
未
証
浄
心
の
菩
薩
は
、
利
他
の
活
動
を
す
る
の
に
作
心
が
あ
る
が
、
浄
心
の
菩
薩
は
、
作
心
な
く
利
他
の

活
動
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
還
相
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
不
虚
作
住
持
の
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
り
め
ぐ
ま
れ
る
事
を
、
明

ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
第
二
十
二
願
の
引
用
も
、
そ
の
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
十
二
願
文
の
原
文
を
漢
文
で
挙
げ
る
と
、

　
　
設
我
得
仏
　
他
方
仏
土
　
諸
菩
薩
衆
　
来
生
我
国
　
究
寛
必
至
　

一
生
補
処
　
除
其
本
願

　
　
自
在
所
化
　
為
衆
生
故
　
被
弘
誓
鎧
　
積
累
徳
本
　
度
脱

一
切
　
遊
諸
仏
国
　
修
菩
薩
行

　
　
供
養
十
方
　
諸
仏
如
来
　
開
化
恒
砂
　
無
量
衆
生
　
使
立
無
上
正
真
之
道
　
超
出
常
倫

　
　
諸
地
之
行
　
現
前
修
習
　
普
賢
之
徳
　
若
不
爾
者
　
不
取
正
覚

(『原
典
版
聖
典
』
二
一二
頁
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　

で
あ
る
が
、
曇
鶯
や
親
鶯
の
読
み
方
は
通
常
と
は
違
う
。

　
曇
鶯
は
、
〈た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
せ
ば
、
究
寛
し
て
か
な
ら
ず

一
生

補
処
に
至
ら
ん
。
そ
の
本
願
あ
り
て
、
自
在
に
所
化
の
衆
生
の
為
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、

一
切
を
度
脱
し
、

諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化
し
て
無
上
正
真
の
道
を
立
せ
し

め
ん
を
ば
除
く
。
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
若
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
読
み
、
「常
倫

を
超
え
て

一
生
補
処
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
誓

っ
た
願
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
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未

証
浄
心
の
菩
薩

(凡
夫
含
む
)
が
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
、
常
倫

の
十
地
を
超
え
て
、
い
き
な
り

一
生
補
処

の
位

に
至
る
根
拠
と
し

て
第
二
十
二
願
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
親
驚
は
、
〈た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
他
方
仏
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
、
わ
が
国
に
来
生
し
て
究
寛
じ
て
か

な
ら
ず

一
生
補
処
に
至
ら
ん
。
・
そ
の
本
願
の
自
在
の
所
化
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
弘
誓
の
鎧
を
被
て
徳
本
を
積
累
し
、

一
切
を
度

脱

せ
し
め
、
諸
仏
の
国
に
遊
び
て
、
菩
薩
の
行
を
修
し
、
十
方
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
、
恒
沙
無
量
の
衆
生
を
開
化

し
て
無
上
正
真
の

道
を
立
せ
し
め
ん
を
ば
除
く
。
常
倫
に
超
出
し
、諸
地
の
行
現
前
し
、普
賢
の
徳
を
修
習
せ
ん
。
も
し
し
か
ら
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
〉
(『註

釈
版
聖
典
』
三

一
六
頁
)
と
読
み
、
「還
相
回
向
を
誓

っ
た
願
」
で
あ
る
と
す
る
。
未
証
浄
心
の
菩
薩

(凡
夫
含
む
)
が
浄
土
に
往
生
し

た
な
ら
、
仏
の
悟
り
を
開
き
、
衆
生
救
済
の
為
に
再
び
菩
薩
と
な
る
。
こ
れ
を
従
果
降
因
の
還
相
の
菩
薩
と
い
う
。

そ
の
還
相
の
菩
薩

の
は
た
ら
き
を
、
「常
倫
に
超
出
し
、
諸
地
の
行
現
前
し
、
普
賢

の
徳
を
修
習
せ
ん
。
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
果
降
因
の
還

相

の
菩
薩
は
、
従
因
至
果
の
菩
薩
の
よ
う
な
階
位
を
超
え
て
、
機
縁
に
応
じ
て
自
在
に
姿
を
変
え
て
、
教
化
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
根
源
と
し
て
、
第
二
十
二
願
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

還相回向の研究

(・11
)
仏
八
種
荘
厳
の
次
第
を
示
す
。

　
次
に
、
仏
八
種
荘
厳
功
徳
を
説
き
終
わ
っ
た
後
の
結
び
と
し
て
、
そ
の
次
第
を
示
し
た
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
前
の
十
七
句
は
、
こ
れ
荘
厳
国
土
の
功
徳
成
就
な
り
。
す
で
に
国
土
の
相
を
知
ん
ぬ
、
国
土
の
主
を
知
る
べ
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
次

　
　
に
仏
荘
厳
功
徳
を
観
ず
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
七
頁
)

と
、
先
の
十
七
種
の
国
土
荘
厳
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
土
の
荘
厳
功
徳
が
完
成
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
次
に
、

そ

の
国
土
の
主
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
次
に
仏
荘
厳
功
徳
を
観
ず
と
い
い
、
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
座
を
観
じ
、
身
業
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を
観
じ
、
口
業
を
観
じ
、
心
業
を
観
じ
、
大
衆
を
観
じ
、
上
首
を
観
じ
、
主
を
観
じ
、
不
虚
作
住
持
を
観
じ
る
、
と
、
そ
の
次
第
を
示
す
。

こ
れ
は
、
仏
の
功
徳
は
不
虚
作
住
持
功
徳
に
お
さ
ま
り
、
そ
の
不
虚
作
の
願
力
に
よ
っ
て
還
相
回
向
が
行
わ
れ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(M田
)
往
生
人
の
四
種
の
功
徳
を
説
い
て
還
相
回
向
の
活
動
を
示
す
。

　

続
い
て
、
菩
薩
の
四
種

の
功
徳
に
つ
い
て
示
す
の
で
あ
る
が
、
『浄
土
論
』
の

「か
の
菩
薩
を
観
ず
る
に
、
四
種
の
正
修
行
功
徳
成
就

し
た
ま

へ
る
こ
と
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、

　
　
真
如
は
こ
れ
諸
法
の
正
体
な
り
。
体
、
如
に
し
て
行
ず
れ
ば
す
な
は
ち
こ
れ
不
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
ず
る
を
如
実
修
行
と
名

　
　
つ
く
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
八
頁
)

と
、真
如
が
す
べ
て
の
も
の
の
本
当
の
姿
で
あ
る
。
真
如

(真
実
)
に
か
な

っ
て
修
行
す
れ
ば
、不
行

(と
ら
わ
れ
を
離
れ
た
修
行
)
で
あ
り
、

不
行
と
し
て
行
ず
る
の
で
、
如
実
の
修
行
と
名
づ
け
る
と
、
菩
薩

の
荘
厳
功
徳
の
性
質
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
来
、

真
如
か
ら
の
無
限
の
は
た
ら
き
で
あ
る
が
、次
に
四
種
の
荘
厳
功
徳
と
し
て
明
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
四
種
荘
厳
功
徳
こ
そ
、

還
相
回
向
の
大
悲
の
活
動
を
具
体
的
に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
不
虚
作
の
願
力
の
は
た
ら
き
を
具
体
的
に
説
く
も

の
で
あ
る
と
言
え

よ
・つ
。

(ア
)
〔不
動
而
至
〕
浄
土
を
動
か
な
い
で
迷
い
の
世
界
に
至
る

菩
薩
四
種
荘
厳
功
徳
の

一
つ
目
は
、

　

一
つ
に
は
、
一
仏
土
に
お
い
て
身
、
動
揺
せ
ず
し
て
十
方
に
遍
す
、
種
々
に
応
化
し
て
実
の
ご
と
く
修
行
し
て
つ
ね
に
仏
事
を
な
す
。

　
　
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
八
頁
)
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と
あ
る
よ
う

に
、
浄
土
を
動
か
な
い
で
迷
い
の
十
方
世
界
に
至
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
現
し
衆
生
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

空
間
を
超
え
て
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
浄
土
を
動
か
ず
し
て
あ
ら
ゆ
る
所
に
至
る
の
で
、
「不
動
而
至
」
と
言
う
。

(イ
)
〔
一
念
遍
至
〕

一
瞬
の
内
に
あ
ら
ゆ
る
所
に
至
る

　
菩
薩
四
種
荘
厳
功
徳
の
二
つ
目
は
、

　
　
二
つ
に
は
、
か
の
応
化
身
、

一
切
の
と
き
、
前
な
ら
ず
後
な
ら
ず
、

一
心

一
念
に
大
光
明
を
放
ち
て
、
こ
と
ご
と
く
よ
く
あ
ま
ね
く

　
　
十
方
世
界
に
至
り
て
、
衆
生
を
教
化
す
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三

一
九
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
の
化
身
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
に
お
い
て
時
間
的
前
後
が
な
く
、
し
か
も

一
瞬
の
う
ち
に
、
大
い
な
る
光
明
を
放
ち
、

す

べ
て
の
世
界
に
至
り
、
人
々
を
教
化
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
動
而
至
の
は
た
ら
き
に
、
時
間
的
前
後
が
な

い

(時
間
を
超
え

て
行
動
す
る
)
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
瞬
の
う
ち

(
一
念
)
に
あ
ら
ゆ
る
所
に

(遍
く
)
至
る
の
で
、
コ

念
遍
至
」

と
言
う
。

(ウ
)
〔無
相
供
養
〕
形
に
と
ら
わ
れ
ず
供
養
す
る

　
菩
薩
四
種
荘
厳
功
徳

の
三
つ
目
は
、

　
　
三
つ
に
は
、
か
れ

一
切
の
世
界
に
お
い
て
、
余
な
く
も
ろ
も
ろ
の
仏
会
を
照
ら
す
。
大
衆
余
な
く
、
広
大
無
量

に
し
て
、
諸
仏
如

　
　
来
の
功
徳
を
供
養
し
、
恭
敬
し
、
讃
嘆
す
。
(中
略
)
諸
仏
の
功
徳
を
供
養
し
讃
ず
る
に
、
分
別
の
心
あ
る
こ
と
な
し

(『註
釈
版

　
　
聖
典
』
三
二
〇
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
い
て
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
仏
が
た
の
説
法

の
座
や
大
衆
を
照
ら
し
、
限
り
な
く
供
養
し
敬
い
、

11



諸
仏
の
功
徳
を
供
養
し
、
敬

い
、
讃
嘆
す
る
。
そ
の
諸
仏
の
功
徳
を
供
養
し
讃
嘆
す
る
の
に
、
分
別
の
と
ら
わ
れ
の
心
は
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
形

(相
)
な
ど

一
切
の
と
ら
わ
れ
を
離
れ
て
諸
仏
を
供
養
す
る
の
で
、
こ
れ
を

「無
相
供
養
」
と
言
う
。
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(エ
)
〔示
法
如
仏
〕
仏
の
い
な
い
所
で
、
仏
の
ご
と
く
仏
法
を
示
す

　
菩
薩
四
種
荘
厳
功
徳
の
四
つ
目
は
、

　
　
か
れ
十
方

一
切
の
世
界
に
三
宝
ま
し
ま
さ
ぬ
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
仏
法
僧
宝
功
徳
大
海
を
住
持
し
荘
厳
し
て
、
あ
ま
ね
く
示
し
て

　
　
如
実
の
修
行
を
解
ら
し
む
。
(中
略
)
仏
法
を
示
し
て
仏
の
ご
と
く
せ
ん

(『註
釈
版
聖
典
』
三
二
〇
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
十
方
世
界
の
三
宝
の
な

い
所
に
お
い
て
、
海
の
よ
う
に
大
い
な
る
三
宝
を
た
も
ち
伝
え
る
為
に
、
真
実
に
か
な

っ
た

修
行
を
衆
生
に
ひ
ろ
く
示
し
て
教
え
る
。
そ
し
て
、
仏
の
よ
う
に
仏
法
を
説
き
示
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
い
な
い
所
で
、

仏

の
如
く
衆
生
に
仏
法
を
示
す
の
で
、
「示
法
如
仏
」
と
言
う
。

④

『論
註
』
「浄
入
願
心
章
」
の
引
文

　

四
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「浄
入
願
心
章
」
の
文
で
あ
る
。
「浄
入
願
心
」
と
は
、
浄
土

(清
浄
な
る
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
)
は
阿

弥

陀
如
来
の
願
心
に
お
さ
ま
る

(帰
入
す
る
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
引
文
は
、
(i
)
願
心
荘
厳
を
明
か
す
、

(H
)
広
略
相
入

を
明
か
す
、
(川皿
)

一
法
句
を
明
か
す
、
(°W
)
器
世
間
清
浄

・
衆
生
世
間
清
浄
を
明
か
す
、
の
四
段
に
分
け
ら
れ
る
。

(i
)
願
心
荘
厳
を
明
か
す

ま
ず
、
願
心
荘
厳
を
明
か
す

一
段
で
は
、



　
　

浄
入
願
心
と
は
、
〈ま
た
向
に
観
察
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
と
荘
厳
仏
功
徳
成
就
と
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
と
を
説
き
つ
。
こ
の
三
種

　
　

の
成
就
は
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
へ
る
な
り
と
、
知
る
べ
し
〉
(浄
土
論
)
と
い
へ
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
二
一
頁
)

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
浄
入
願
心
と
い
う

の
は
、
『浄
土
論
』
に

〈さ
き
に
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
功
徳
成
就
と
、
阿
弥
陀
仏
の
功

徳
成

就
と
菩
薩
の
功
徳
成
就
を
説
い
た
。
こ
の
三
種
の
成
就
は
、
阿
弥
陀
仏
の
願
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
知
る
べ
き

で
あ
る
。〉
と
あ

る
よ
う
に
、
三
種
荘
厳

(三
厳
二
十
九
種
荘
厳
)
の
成
就
が
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
入
願
等
の
清
浄
な
る
願
心
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

還相回向の研究

(・H
)
広
略
相
入
を
明
か
す
、

　
続

い
て
、
広
略
相
入
を
明
か
す

一
段
で
は
、

　
　
上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
す
。
入

一
法
句
は
略
と
す
。

(『註
釈
版
聖
典
』

　
　

三
二
一
頁
)

と
、
国
土
荘
厳
十
七
種
と
仏
荘
厳
八
種
と
菩
薩
荘
厳
四
種
と
を
広
と
し
、
そ
れ
が

一
法
句
に
収
ま
る
の
を
略
と
す
る
と
言
う
。

一
法
句

と
は
、
唯

一
絶
対
の
真
如

(真
実
)
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
が
、

一法
句
た
る
真
如
に
収

ま
り
、

一
法
句

た
る
真
如
は
、
三
厳
二
十
九
種
荘
厳

へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
相
入
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
ら
ば
、
諸
仏
菩
薩
に
二
種
の
法
身
あ
り
。

一
つ
に
は
法
性
法
身
、
二
つ
に
は
方
便
法

　
　
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ

　
　
べ
か
ら
ず
。

一
に
し
て
同
じ
か
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぬ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
、
も
し
広

　
　
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利
他
す
る
に
あ
た
は
ず
。
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と
、
ど
う
し
て
広
と
略
が
互
い
に
収
ま
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
、
二
種
法
身
を
挙
げ
る
。
法
性
法
身
と
方
便
法
身
が
そ

れ
で
あ
る
。
法
性
法
身
と
は
、
色
も
形
も
無
い
真
如
法
性
そ
の
も
の
で
あ
る
仏
身
で
あ
り
、
方
便
法
身
と
は
、
真
如

そ
の
も
の
で
あ
る

法
性
法
身
が
、
衆
生
救
済
の
為
に
、
名
を
示
し
形
を
現
し
た
仏
身
の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
、
無
限
の
は
た
ら
き
を
持

っ
て
い
る
の
で
、

法
身

と
い
う
身
と
し
て
顕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
性
法
身
か
ら
方
便
法
身
を
生
じ
、
方
便
法
身
か
ら
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の

二

つ
の
法
身
は
異
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

一
つ
で
は
あ
る
が
、
同
じ
で
は
な
い
の
で
あ
る

(不

一
不
異
)。

　
ま
た
、
「法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
じ
」
(由
生
)
と
言
い
、
「方
便
法
身
に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
」

(由
出
)
と
表
現

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
も
と
も
と
無
か
っ
た
方
便
法
身
が
法
性
法
身
か
ら
生
起
す
る
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
有

っ

た
法
性
法
身
が
方
便
法
身
に
よ
っ
て
顕
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
逆
に
方
便
法
身
か
ら
法
性
法
身
を
生
ず
と
は
言
え
な
い
の
で

あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
二
種
法
身
は
、
浄
土
の
荘
厳
に
つ
い
て
の
広
略
相
入
を
説
明
す
る
所
に
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
浄
土
と
仏
と
は
別
々
の

も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
広
略
相
入
の
根
源
に
あ
る
動
的
な
は
た
ら
き
を
、
二
種
法
身
説
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ヨ　

　
そ
し
て
、
浄
土
が
広
略
相
入
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
、
菩
薩
と
し
て
の
活
動
が
出
来
な
い
と
言
う
。
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(田m
)

一
法
句
を
明
か
す

　
次

に
、

一
法
句
を
明
か
す

一
段
で
は
、

　
　
〈
一
法
句
と
は
、
い
は
く
清
浄
句
な
り
。
清
浄
句
と
は
、
い
は
く
真
実
の
智
慧
、無
為
法
身
な
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
(浄
土
論
)と
の
た
ま
へ
り
。

　
　
こ
の
三
句
は
展
転
し
て
あ
ひ
入
る
。
(
『註
釈
版
聖
典
』
三
二
二
頁
)

と
、

一
法
句
と
は
、
清
浄
句
で
あ
り
、
清
浄
句
と
は
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
で
あ
る
と
言
う
。
先
に
、
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
が
、

一
法



句

に
お
さ
ま
る
と
言

っ
た
が
、
そ
の
一
法
句
と
は
清
浄
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
真
実
な
る
智
慧
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
た
領
域
で
あ
り
、
真

如
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
真
実
智
慧
無
為
法
身
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
三
句
は
同

一
の
体
を
も

っ
た
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
収

ま
る
の
で
あ
る
。

還相回向の研究

(
V
)
器
世
間
清
浄

・
衆
生
世
間
清
浄
を
明
か
す
、

　

器
世
間
清
浄
と
衆
生
世
間
清
浄
を
説
く

一
段
で
は
、

　
　

〈こ
の
清
浄
に
二
種
あ
り
、
知
る
べ
し
〉
と
い
へ
り
。
(中
略
)
〈な
ん
ら
か
二
種
、

一
つ
に
は
器
世
間
清
浄
、
二

つ
に
は
衆
生
世
間

　
　
清
浄
な
り
。
器
世
間
清
浄
と
は
、
向
に
説
く
が
ご
と
き
の
十
七
種
の
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
、
こ
れ
を
器
世
間
清
浄
と
名
つ
く
。
衆

　
　
生
世
間
清
浄
と
は
、
向
に
説
く
が
ご
と
き
の
八
種
の
荘
厳
仏
功
徳
成
就
と
、
四
種
の
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
と
、
こ
れ
を
衆
生
世
間

　
　
清
浄
と
名
つ
く
。
か
く
の
ご
と
き
の
一
法
句
に
二
種
の
清
浄
の
義
を
摂
す
と
、
知
る
べ
し
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。
(『註
釈

　
　
版
聖
典
』
三
二
一二
頁
)

と
、
清
浄
句
に
二
種
あ
る
と
言
う
。

一
つ
に
は
器
世
間
清
浄
、
二
つ
に
は
衆
生
世
間
清
浄
で
あ
る
。
器
世
間
清
浄
と

は
、
十
七
種
の
荘

厳
仏
土
功
徳
成
就
の
こ
と
で
あ
り
、
衆
生
世
間
清
浄
と
は
、
八
種
の
荘
厳
仏
功
徳
成
就
と
四
種
の
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就

の
こ
と
で
あ
る
。

「器
」
と
は
、
「う

つ
わ
」
の
こ
と
で
、
仏
土

(浄
土
)
の
こ
と
を
言
い
、
そ
れ
に
対
し

「衆
生
」
と
は
、
そ
の
浄
土
に
住
む
も
の
の
こ

と
で
、
阿
弥
陀
仏

(仏
)
と
そ
こ
に
往
生
し
た
も
の

(菩
薩
)
を
指
す
。
「世
間
」
と
は
、
世
の
中
の
生
き
も
の
を
指
す
場
合
と
、
生
き

も

の
が
生
き
る
世
界
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
清
浄
句
と
い
う

一
法
句

の
中
に
、
浄
土
と
浄
土
に
住
む
仏

・
菩
薩
が
清
浄

で
あ
る
と
い
う
二
種
類
が
収
ま
る
の
で
あ
る
。
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⑤

『論
註
』
「善
巧
摂
化
章
」
の
引
文

　
五
番
目
の
引
文
は
、
「善
巧
摂
化
章
」
の
文
で
あ
る
。
善
巧
摂
化
と
は
、
菩
薩
の
巧
み
な
利
他
の
救
済
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

善
巧
摂
化
と
は
、
〈か
く
の
ご
と
き
の
菩
薩
は
、奢
摩
他
・毘
婆
舎
那
、
広
略
修
行
成
就
し
て
柔
軟
心
な
り
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。

　
　

(『註
釈
版
聖
典
』
三
二
五
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
は
、
思
い
を
止
め
静
か
な
心
で
浄
土
の
広
略
を
観
察
す
る
行
を
修
め
、

一
切
の
と
ら
わ
れ
を
離
れ
た
柔
軟
心
を

得
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

　
　

〈柔
軟
心
〉
と
は
、
い
は
く
広
略
の
止
観
、
相
順
し
て
修
行
し
て
、
不
二
の
心
を
成
ぜ
る
な
り
。
た
と

へ
ば
水
を
も
つ
て
影
を
取
る
に
、

　
　
清
と
静
と
あ
ひ
資
け
て
成
就
す
る
が
ご
と
し
と
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
柔
軟
心
と
は
、
広
と
略
の
止
観

(思
い
を
止
め
観
察
す
る
)
が
そ
れ
ぞ
れ
相
応
し
修
行
し
て
、
観
ず
る
心
と
観
じ
ら

れ
る
実
相
と
が
区
別
で
き
な
い
一
つ
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
た
と
え
れ
ば
、
水
に
も
の
の
姿
を
映
す
と
き
、

水
の
清
ら
か
さ
と
静
か
さ
と
の
両
方
が
そ
ろ
っ
て
、
初
め
て
姿
が
う
つ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　

〈か
く
の
ご
と
き
巧
方
便
回
向
を
成
就
し
た
ま
へ
り
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。
〈か
く
の
ご
と
き
〉
と
い
ふ
は
、
前
後
の
広
略

　
　

み
な
実
相
な
る
が
ご
と
き
な
り
。
実
相
を
知
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
相
を
知
る
な
り
。
衆
生

　
　

の
虚
妄
を
知
れ
ば
、
す
な
は
ち
真
実
の
慈
悲
を
生
ず
る
な
り
。
真
実
の
法
身
を
知
る
は
、
す
な
は
ち
真
実

の
帰

依
を
起
す
な
り
。

　
　

慈
悲
と
帰
依
と
巧
方
便
と
は
、
下
に
あ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
実
相

(真
実
の
す
が
た

・
こ
こ
で
は
浄
土
の
荘
厳
)
を
知
る
が
ゆ
え
に
、
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
姿
を
知
る
の
で
、

こ
れ
を
救
お
う
と
真
実
の
慈
悲
の
心
を
生
じ
る
。
真
実
の
法
身

(実
相
)
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、真
実
の
帰
依
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。

　
更

に
続
け
て
巧
方
便
回
向
に
つ
い
て
、

16
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〈な
に
も
の
か
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
。
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
と
は
、
い
は
く
、
礼
拝
等
の
五
種
の
修
行
を
説
く
、
所
集
の

一
切
の
功

　
　
徳
善
根
は
、
自
身
住
持
の
楽
を
求
め
ず
。

一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
す
が
ゆ
ゑ
に
、
作
願
し
て
一
切
衆
生
を
摂
取
し
て
、
と

　
　
も
に
同
じ
く
か
の
安
楽
仏
国
に
生
ぜ
し
む
。
こ
れ
を
菩
薩
の
巧
方
便
回
向
成
就
と
名
つ
く
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
巧
方
便
回
向
と
は
、
礼
拝
等

の
五
種
の
修
行

(五
念
門
)
を
修
め
る
こ
と
を
説

い
た
が
、
そ
の
行
を
修
め

て
得
ら
れ
た
す
べ
て
の
善
根
功
徳
に
よ

っ
て
、
自
分
自
身
の
為
に
変
わ
る
事
の
な
い
安
楽
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、

一
切

の
衆
生
の
苦
し
み
を
除
こ
う
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
願
を
お
こ
し
て
す
べ
て
の
衆
生
を
摂
め
取
り
、
と
も
に
皆
浄
土
に

往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
『大
経
』
三
輩
に
つ
い
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
に
、
「
行
に
優
劣
あ
り
と
言

へ
ど
も
、
み
な
無
上
菩
提
心

(
こ
の
上
な
い
さ
と

り
を
求
め
る
心
)
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
「無
上
菩
提
心
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心

(仏
に
な
ろ
う
と
願
う
心
)
な
り
。

願
作
仏
心
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心

(衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
心
)
な
り
。
」
と
言
う
。

　
そ
し
て
、
「
回
向
」
に
つ
い
て
、

　
　
お
ほ
よ
そ

〈回
向
〉
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
い
は
く
、
お
の
れ
が
所
集
の

一
切
の
功
徳
を
も
つ
て
、

一
切
衆
生
に
施
与
し
て
、
と
も
に

　
　
仏
道
に
向
か
へ
し
め
た
ま
ふ
な
り
と
。

と
、
回
向
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
解
釈
す
れ
ば
、
自
ら
が
積
み
重
ね
た

一
切
の
功
徳
を
、

一
切
の
衆
生
に
施
し
て
、
と
も
に
さ
と
り
に

向
か
わ
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
と
言
う
。
親
驚
は
、
「向
か

へ
し
め
た
も
ふ
な
り

(尊
敬
の
表
現
)」
と
読
み
、
そ

の
主
語
は
、
法
蔵

菩
薩
で
あ
る
と
受
け
取
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
「巧
方
便
」
に
つ
い
て
、

　
　
〈巧
方
便
〉
と
は
、
い
は
く
、
菩
薩
願
ず
ら
く
、
〈お
の
れ
が
智
慧
の
火
を
も

つ
て
一
切
衆
生
の
煩
悩
の
草
木
を
焼
か
ん
と
、
も
し

一

17



　
　

衆
生
と
し
て
成
仏
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
わ
れ
仏
に
成
ら
じ
〉
と
。
し
か
る
に
衆
生

い
ま
だ
こ
と
ご
と
く
成
仏

せ
ざ
る
に
、
菩
薩

　
　

す
で
に
み
つ
か
ら
成
仏
せ
ん
は
、
た
と

へ
ば
火
添
し
て
、

一
切
の
草
木
を
摘
ん
で
焼
き
て
尽
さ
し
め
ん
と
欲
す

る
に
、
草
木
い
ま

　
　

だ
尽
き
ざ
る
に
、
火
添
す
で
に
尽
き
ん
が
ご
と
し
。
そ
の
身
を
後
に
し
て
身
を
先
に
す
る
を
も

つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
巧
方
便
と
名
つ
く
。

と
あ

る
。
菩
薩
は
、
も
し
衆
生
が

一
人
で
も
成
仏
し
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
仏
に
な
ら
な
い
と
願
っ
て
い
な
が
ら
、
衆
生
が

す
べ
て
成
仏
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
菩
薩
が
先
に
成
仏
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
木
の
火
箸
で
草
木
を
摘
ん
で
焼
き
尽
く
そ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
草
木
が
ま
だ
焼
け
き
ら
な
い
う
ち
に
、
木
の
火
箸
が
先
に
や
け
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
讐
え
を
使
い
、

自
分
自
身
こ
と
を
後
に
願
い
な
が
ら
、
衆
生
を
救
う
為
に
衆
生
よ
り
も
先
に
成
仏
し
て
し
ま
う
か
ら
、
「巧
方
便
」
と

い
う

の
で
あ
る
と

す
る
。
菩
薩
は
、
我
が
身
の
自
利
を
後
に
し
て
、
衆
生
救
済
の
利
他
行
を
先
に
す
る
が
、
そ
の
利
他
行
が
そ
の
ま
ま
自
利
の
達
成
と
な
り
、

衆
生
よ
り
先
に
成
仏
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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⑥

『論
註
』
「障
菩
提
門

(離
菩
提
障
)
章
」
・の
引
文

-六
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「障
菩
提
門
」
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
菩
提

(さ
と
り
)

へ
の
道
を
妨
げ
る
三
種
類

の
心
か
ら
遠
離

す
る
と
い
う
。

　
ま
ず
、

一
つ
に
、
智
慧
門
に
よ
っ
て
、
「我
心
貧
着
自
身
心

(私
の
心
が
私
自
身
に
貧
着
す
る
心
)
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

一
つ
に
は
智
慧
門
に
よ
り
て
、
自
楽
を
求
め
ず
、
わ
が
心
自
身
に
貧
着
す
る
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
二
七
頁
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
二
つ
に
、
慈
悲
門
に
よ

っ
て
、
「無
安
衆
生
心

(衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
の
な
い
心
)」
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

二
つ
に
は
慈
悲
門
に
よ
れ
り
。

一
切
衆
生
の
苦
を
抜
い
て
、
無
安
衆
生
心
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
。



と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

三
つ
に
、
方
便
門
に
よ

っ
て
供
養
恭
敬
自
身
心

(自
分
自
身
を
供
養
し
敬
愛
す
る
心
)
を
遠
く
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
つ
に
は
方
便
門
に
よ
れ
り
。

一
切
衆
生
を
憐
慰
し
た
ま
ふ
心
な
り
。
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
せ
る
が
ゆ
ゑ
に

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

還相回向の研究

⑦

『論
註
』
「順
菩
提
門
章
」
の
引
文

　

七
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「順
菩
提
門
」
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
障
菩
提
の
三
種

の
心

の
反
対
の
も
の
で
あ

っ
て
、
菩
提
に
随

順
す
る
無
染
清
浄
心

・
安
清
浄
心

・
楽
清
浄
心
の
三
心
を
示
し
て
い
る
。

　

一
つ
に
は
、無
染
清
浄
心

(煩
悩
の
汚
れ
の
な
い
清
浄
な
心
)
で
あ
り
、自
分
自
身
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
楽
を
求
め
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

一
つ
に
は
無
染
清
浄
心
。
自
身

の
た
め
に
も
ろ
も
ろ
の
楽
を
求
め
ざ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。
(『註

　
　
釈
版
聖
典
』
三
二
八
頁
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

二
つ
に
は
、
安
清
浄
心

(衆
生
を
安
ら
か
に
す
る
清
浄
な
心
)
で
あ
り
、

一
切
の
衆
生
の
苦
を
抜
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
二
つ
に
は
安
清
浄
心
。

一
切
衆
生
の
苦
を
抜
く
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

三
つ
に
は
、
楽
清
浄
心

(衆
生
に
楽
し
み
を
与
え
る
清
浄
な
心
)
で
あ
り
、
す
べ
て
の
衆
生
に
大

い
な
る
さ
と
り
を
得
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
衆
生
を
摂
取
し
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
つ
に
は
楽
清
浄
心
。

一
切
衆
生
を
し
て
大
菩
提
を
得
し
む
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
衆
生
を
摂
取
し
て
か
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
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る

を
も

つ
て

の
ゆ

ゑ

に
〉

(浄

土

論

)
と

の
た
ま

へ
り

℃

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
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⑧

『論
註
』
「名
義
摂
対
章
」
の
引
文

　

八
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「名
義
摂
対
章
」
の
引
用
で
あ
る
。
「名
義
摂
対
」
の

「名
」
と
は
名
称
、
「義
」
と
は
名
に
よ
っ
て
あ

ら
わ
さ
れ
る
意
味
、
「摂
対
」
と
は
、
そ
の
名
称
が
そ
の
意
味
に
よ
く
摂
ま
る
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
障
菩
提
門
章
に
説
い
た
智
慧

・

慈
悲

・
方
便
の
名
を
、
般
若
と
方
便
の
二
義
に
摂
め
、
ま
た
、
遠
離
我
心
貧
着
自
身
心

・
遠
離
無
安
衆
生
心

・
遠
離
供
養
恭
敬
自
身
心

の
三
種
の
遠
離
心
の
名
を
、
無
障
心

(遠
離
障
菩
提
心
)
の

一
義
に
摂
め
、
順
菩
提
門
章

の
無
染
清
浄
心
と
安
清
浄
心
と
楽
清
浄
心
の

三
種
の
清
浄
心
の
名
を
妙
楽
勝
真
心
の
一
義
に
摂
め
る
こ
と
を
言
う
。

　

具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、
智
慧

・
慈
悲

・
方
便
の
名
が
、
般
若
と
方
便
の
二
義
に
お
さ
ま
る
と
い
う
こ
と
を
、

　
　

名
義
摂
対
と
は
、
〈向
に
智
慧

・慈
悲

・
方
便
の
三
種
の
門
は
般
若
を
摂
取
す
。
般
若
方
便
を
摂
取
す
と
説
き

つ
、
知
る
べ
し
〉
(浄

　
　

土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
二
九
頁
)

と
言
わ
れ
て
い
る
。
般
若
と
は
梵
語
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
の
音
写
で
、
真
実
の
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
〈般
若
〉
と
は
如
に
達
す
る
の
慧

の
名
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
如
実
相

(如
)
の
真
実
に
達
す
る
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
方
便
と
は
、
「
〈方
便
〉
と
は
権
に
通
ず
る

の
智

の
称
な
り
。
」
と
あ
る
が
、
権
と
は
仮
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
本
質
に
対
す
る
現
象
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
方

便
と
は
、
現
象
を
知
る
智
の
こ
と
で
あ
る
。
般
若
が
も
の
の
本
質
が

一
如
平
等
な
る
こ
と
を
知
る
智
慧

(慧
)
で
あ
る
の
に
対
し
、方
便
は
、

そ

の
一
如
平
等
な
る
も
の
が
、
具
体
的
な
現
象
と
し
て
現
れ
た
差
別
の
相
を
知
る
智
慧

(智
)
で
あ
る
。
般
若
と
方
便
と
は
互
い
に
縁

と
な

っ
て
動
で
あ
り
、
互
い
に
縁
と
な
っ
て
静
で
あ
る
。
動
で
あ
り
な
が
ら
静
を
失
わ
な
い
の
は
、
般
若
の
徳
で
あ
る
、
静
で
あ
り
な
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が
ら
動
を
失
わ
な
い
の
は
方
便
の
力
で
あ
る
。
般
若
は
寂
滅
の
静
で
あ
り
、
方
便
は

一
切
の
衆
生
に
応
じ
て
は
た
ら
く
動
な
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
、

　
　
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
智
慧
と
方
便
と
、
あ
ひ
縁
じ
て
動
じ
、
あ
ひ
縁
じ
て
静
な
り
。
動
、
静
を
失
せ
ざ
る
こ
と
は
、
智
慧
の
功
な
り
。

　
　
静
、
動
を
廃
せ
ざ
る
こ
と
は
方
便
の
力
な
り
。

と
言
う
。

　
ま
た
、
遠
離
我
心
貧
着
自
身
心
・遠
離
無
安
衆
生
心
・遠
離
供
養
恭
敬
自
身
心
の
三
種
の
遠
離
心
の
名
を
、
無
障
心

(遠
離
障
菩
提
心
)

の

一
義
に
摂
め
る
こ
と
を
、

　
　
〈向
に
遠
離
我
心
貧
着
自
身

・
遠
離
無
安
衆
生
心

・
遠
離
供
養
恭
敬
自
身
心
を
説
き
つ
。
こ
の
三
種

の
法
は
、
障
菩
提
心
を
遠
離

　
　
す
る
な
り
と
、
知
る
べ
し
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
(願
事
成
就
章
に
お
い
て
、
遠
離
障
菩
提
心
の
こ
と
を
、
無
障
心
と
し
て
い
る
。
)

　
さ
ら
に
、
順
菩
提
門
章
の
無
染
清
浄
心
と
安
清
浄
心
と
楽
清
浄
心
の
三
種
の
清
浄
心
の
名
を
妙
楽
勝
真
心
の

一
義
に
摂
め
る
こ
と
を

　
　
く向
に
無
染
清
浄
心

・
安
清
浄
心

・
楽
清
浄
心
を
説
き
つ
。
こ
の
三
種

の
心
は
略
し
て

一
処
に
し
て
、
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
し
た
ま

　
　

へ
り
と
、
知
る
べ
し
V
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
妙
楽
勝
真
心
の
楽
に
つ
い
て
、

　
　
楽
に
三
種
あ
り
。

一
つ
に
は
外
楽
、
い
は
く
五
識
所
生
の
楽
な
り
。
二
つ
に
は
内
楽
、
い
は
く
初
禅

・
二
禅

・
三
禅
の
意
識
所
生

　
　
の
楽
な
り
。
三
つ
に
は
法
楽
楽
、
い
は
く
智
慧
所
生
の
楽
な
り
。
こ
の
智
慧
所
生
の
楽
は
、
仏
の
功
徳
を
愛
す
る
よ
り
起
れ
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
楽
に
三
種
あ
る
。

一
つ
は
外
楽
で
あ
り
、
五
識

(眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身
の
五
根
に
よ

っ
て
生
じ
る
認
識
)

に
よ
る
楽
し
み
で
あ
る
。
二
つ
は
内
楽
で
あ
り
、
禅
定
の
意
識
に
よ
る
楽
し
み
で
あ
る
。
三
つ
は
法
楽
楽
で
あ
り
、

さ
と
り
の
智
慧
に

21



よ
る
楽
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
仏
の
さ
と
り
の
功
徳
を
愛
楽
す
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
こ
れ
は
遠
離
我
心
と
遠
離
無
安
衆
生
心
と
遠
離
自
供
養
心
と
、
こ
の
三
種
の
心
、
清
浄
に
増
進
し
て
、
略
し
て
妙
楽
勝
真
心
と
す
。

　
　
妙
の
言
は
そ
れ
好
な
り
。
こ
の
楽
は
仏
を
縁
じ
て
生
ず
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
勝
の
言
は
三
界
の
う
ち
の
楽

に
勝
出
せ
り
。
真

　
　
の
言
は
虚
偽
な
ら
ず
、
顛
倒
せ
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
三
種
の
遠
離
心
が
進
展
し
て

一
つ
の
妙
楽
勝
真
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
妙
と
は
好
い
と

い
う

意
味
で
あ
り
、
楽
は
阿
弥
陀
仏
を
縁
と
し
て
起
こ
る
か
ら
で
あ
り
、
勝
と
は
、
迷

い
の
世
界
の
楽
し
み
に
超
え
勝
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
真
と
は
、
偽
り
で
な
く
真
実
に
か
な

っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

22

 

⑨

『論
註
』
「願
事
成
就
章
」
の
引
文

　

九
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「願
事
成
就
章
」
の
文
で
あ
る
。
願
事
成
就
と
は
、
『論
註
』
の
当
分
で
は
、
浄
土
往
生
の
願
事
が
成
就

し
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
親
驚
は
、
還
相
の
菩
薩
の
衆
生
救
済
の
願
事
の
成
就
を
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
源
に
法
蔵
菩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
る　

薩

の
願
事
の
成
就
が
あ
る
と
す
る
。

　
　
願
事
成
就
と
は
、
〈か
く
の
ご
と
き
菩
薩
は
智
慧
心

・
方
便
心

・
無
障
心

・
勝
真
心
を
も

つ
て
、
よ
く
清
浄
仏
国

土
に
生
ぜ
し
め
た

　
　
ま
へ
り
と
、
知
る
べ
し
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま
へ
り
。
〈知
る
べ
し
〉
と
は
、
い
は
く
、
こ
の
四
種
の
清
浄
の
功
徳
、
よ
く
か
の
清

　
　
浄
仏
国
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
し
む
。
こ
れ
他
縁
を
し
て
生
ず
る
に
は
あ
ら
ず
と
知
る
べ
し
と
な
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
三

一
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
は
、
智
慧
心

・
方
便
心

・無
障
心

・
勝
真
心
の
四
種
の
心
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
四
種

の
心
の
清
浄
な
功
徳
以
外
を
縁
と
し
て
、
往
生
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
知
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
を
菩
薩
が
五
念
門
に
か
な

っ
て
、
自
由
自
在
に
利
他
の
行
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。



　
　
〈こ
れ
を
菩
薩
摩
詞
薩
、
五
種
の
法
門
に
随
順
し
て
、
所
作
意
に
随
ひ
て
自
在
に
成
就
し
た
ま
へ
り
と
名
つ
く
。
向

の
所
説
の
ご
と

　
　
き
身
業

・
ロ
業

・
意
業

・
智
業

・
方
便
智
業
、
法
門
に
随
順
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
(浄
土
論
)
と
の
た
ま

へ
り
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

還相回向の研究

⑩

『論
註
』
「利
行
満
足
章
」
の
引
文

　

十
番
目
の
引
文
は
、
『論
註
』
「利
行
満
足
章
」
の
文
で
あ
る
。
利
行
満
足
と
は
、
自
利
利
他
の
二
利
の
行
が
満
足

(成
就
)
す
る
、

つ
ま
り
菩
薩
行
の
完
成
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
利
行
満
足
と
は
、
〈ま
た
五
種
の
門
あ
り
て
、
漸
次
に
五
種
の
功
徳
を
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ
し
。
な
に
も
の
か
五
門
。

一

　
　

つ
に
は
近
門
、
二
つ
に
は
大
会
衆
門
、
三
つ
に
は
宅
門
、
四
つ
に
は
屋
門
、
五
つ
に
は
園
林
遊
戯
地
門
な
り
〉

(浄
土
論
)
と
の
た

　
　
ま
へ
り
。
こ
の
五
種
は
、
入
出
の
次
第
の
相
を
示
現
せ
し
む
。
入
相
の
な
か
に
、
初
め
に
浄
土
に
至
る
は
、
こ
れ
近
相
な
り
。

い

　
　
は
く
大
乗
正
定
聚
に
入
る
は
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
に
近
づ
く
な
り
。
浄
土
に
入
り
を
は
る
は
、
す
な
は
ち
如
来
の
大
会
衆
の

　
　
数
に
入
る
な
り
。
衆
の
数
に
入
り
を
は
り
ぬ
れ
ば
、
ま
さ
に
修
行
安
心
の
宅
に
至
る
べ
し
。
宅
に
入
り
を
は
れ
ば
、
ま
さ
に
修
行

　
　
所
居
の
屋
宇
に
至
る
べ
し
。
修
行
成
就
し
を
は
り
ぬ
れ
ば
、
ま
さ
に
教
化
地
に
至
る
べ
し
。
教
化
地
は
す
な
は
ち
こ
れ
菩
薩
の
自

　
　
娯
楽
の
地
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
出
門
を
園
林
遊
戯
地
門
と
称
す
と
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
三
二
頁
)

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
種
の
門
が
あ

っ
て
、
五
種
の
功
徳
を
成
就
す
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と

い
い
、
五
種
の
門
と
は
、

一
つ
に
は
近
門
、
二
つ
に
は
大
会
衆
門
、
三
つ
に
は
宅
門
、
四
つ
に
は
屋
門
、
五
つ
に
は
園
林
遊
戯
地
門
で
あ
る
と

『浄
土
論
』
に
述
べ

ら

れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
五
種
の
門
は
、
浄
土
に
入

っ
て
さ
と
り
を
開
く
と
い
う
自
利
の
入
の
相
と
、
浄
土
か
ら
出
て
衆
生
を
さ
と

り

に
導
く
と
い
う
利
他
の
出
の
相
と
を
、
順
次
説
き
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
浄
土
に
入
る
入
相
の
中
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
近
門
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と

い
う
。
浄
土
に
往
生
し
た
後
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
大
会
衆

(聖
者
)
の
中
に
入
る
こ
と
を
大
会
衆
門
と
い
う
。

大
会
衆
の
中
に
入
れ
ば
、
安
心
し
て
修
行
で
き
る
住
ま
い
に
入
る
。
そ
れ
を
宅
門
と
い
う
。
次
に
、
そ
の
屋
内
で
修
行
を
積
む
に
至
る
。

そ
れ
を
屋
門
と
い
う
。
そ
こ
で
修
行
が
成
就
す
れ
ば
、
思

い
の
ま
ま
に
衆
生
を
教
化
す
る
教
化
地
の
位
に
至
る
。
こ
れ
は
、
浄
土
か
ら

出

て
衆
生
を
教
化
す
る
出
の
相
で
あ
り
、
園
林
遊
戯
地
門
と
い
う
。
菩
薩
は
衆
生
の
教
化
を
自
ら
の
楽
し
み
と
す
る
の
で
、
教
化
地
の

こ
と
を

「菩
薩

の
自
娯
楽
の
地
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
還
相
回
向
釈
の
第

一
番
目
の
引
文
は
、
『浄
土
論
』
「利
行
満
足
章
」
五
功
徳
門
の
園
林
遊
戯
地
門
の
釈
の
引
用
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
註
釈
す
る

『論
註
』
の
部
分
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

　
　
〈出
第
五
門
と
は
、
大
慈
悲
を
も
つ
て

一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、
応
化
身
を
示
し
て
、
生
死
の
園
、
煩
悩

の
林
の
な
か
に
回

　
　
入
し
て
、
神
通
に
遊
戯
し
、
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力

の
回
向
を
も

つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
こ
れ
を
出
第
五
門
と
名

つ
く
〉
(浄
土
論
)

　
　
と
の
た
ま

へ
り
。
〈応
化
身
を
示
す
〉
と

い
ふ
は
、
『法
華
経
』
の
普
門
示
現
の
類
の
ご
と
き
な
り
。
〈遊
戯
〉
に
二
つ
の
義
あ
り
。

　
　

一
つ
に
は
自
在
の
義
。
菩
薩
衆
生
を
度
す
。
た
と

へ
ば
獅
子
の
鹿
を
搏

つ
に
、
所
為
は
ば
か
ら
ざ
る
が
ご
と
き

は
、
遊
戯
す
る
が

　
　
ご
と
し
。
二
つ
に
は
度
無
所
度
の
義
な
り
。
菩
薩
衆
生
を
観
ず
る
に
、
畢
寛
じ
て
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
な
し
。
無
量
の
衆
生
を
度
す

　
　
と
い
へ
ど
も
、
実
に

一
衆
生
と
し
て
滅
度
を
得
る
も
の
な
し
。
衆
生
を
度
す
と
示
す
こ
と
遊
戯
す
る
が
ご
と
し
。
〈本
願
力
〉
と
い

　
　
ふ
は
、
大
菩
薩
、
法
身
の
な
か
に
お
い
て
、
つ
ね
に
三
昧
に
ま
し
ま
し
て
、
種
々
の
身
、
種
々
の
神
通
、
種
々
の
説
法
を
現
ず
る

　
　
こ
と
を
示
す
こ
と
、
み
な
本
願
力
よ
り
起
る
を
も

つ
て
な
り
。
た
と

へ
ば
阿
修
羅
の
琴
の
鼓
す
る
も
の
な
し
と

い
へ
ど
も
、
し
か

　
　
も
音
曲
自
然
な
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
を
教
化
地
の
第
五
の
功
徳
の
相
と
名
つ
く
と
の
た
ま

へ
り
」
と
。
以
上
抄
出

(『註
釈
版
聖
典
』

　
　
三
三
四
頁
)
(傍
線
、
著
者
挿
入
)

と
あ
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
所
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
「遊
戯
に
二
つ
の
義
が
あ
り
、

一
つ
は
自
在
の
義
。
二
つ
は
度
無
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所
度
の
義
な
り
。
」
と
あ
る
二
つ
目
の
義

で
あ
る
。
度
無
所
度
と
は
、
衆
生
を
済
度
し
て
も
済
度
し
て
い
る
と
い
う
と
ら
わ
れ
の
思
い
が

な

い
こ
と
い
う
。
も
う

一
つ
は
、
「み
な
本
願
力
よ
り
起
る
を
も

つ
て
な
り
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
親
鶯
は
、
大
菩
薩

(『論
註
』

の

当
分
は
、
八
地
以
上
の
菩
薩
で
あ
る
が
、
親
鶯
に
と

っ
て
は
還
相
の
菩
薩
)
が
、
平
等
法
身
の
さ
と
り
の
中
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

姿
を
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
法
を
す
る
の
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
『浄
土
論
』

一
文

・
『論
註
』
九
文
、
合
わ
せ
て
十
文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
親
驚
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
還

相

の
菩
薩
に
つ
い
て
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
の

『論
註
』
「利
行
満
足
章
」
の
引
文
に
つ
い
て
も
、
『論
註
』
当
分
で
は
、
浄
土
を
願
生
す
る
行
者
が
、
こ
の
世
に
お
い
て
礼

拝

・
讃
嘆

・
作
願

・
観
察

・
回
向
の
五
念
門
の
修
行
を
行
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
浄
土
に
お
い
て
近
門

・
大
会
衆
門

・
宅
門

・
屋
門

・

園
林
遊
戯
地
門
の
五
功
徳
門
が
成
就
し
、
仏
の
さ
と
り
に
至
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
四
門
を
自
利

(入
)
と
し
、

第
五
門
の
園
林
遊
戯
地
門
を
利
他

(出
)
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鶯
に
お
い
て
は
、
園
林
遊
戯
地
門
の
み
な
ら
ず
、
五
功
徳

門
す
べ
て
を
還
相
回
向
釈
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
五
功
徳
門
す
べ
て
を
成
仏
以
後
の
還
相
の
有
様
と
し
て
見
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
因
至
果
の
五
功
徳
門
で
は
な
く
、
す
で
に
成
仏
し
た
も
の
が
、
果
か
ら
因

へ
降
り
て
き
て

そ

の
仏
徳
を
示
現
し
て
い
く
と
い
う
、
従
果
降
因
の
相
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
還
相
の
す
べ
て
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
、
五
功
徳
門

の
成
就
の
文
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ら　

い
て
、
そ
の
送
り
仮
名
が
、
使
役
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
窺
え
る
。
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最
後
に
、

　
　
し
か
れ
ば
大
聖

(釈
尊
)
の
真
言
、
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
大
浬
樂
を
証
す
る
こ
と
は
願
力
の
回
向
に
よ
り
て
な
り
。
還
相
の
利
益

　
　
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
。
(『註
釈
版
聖
典
』
三
三
五
頁
)

と
、
「証
巻
」
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
「証
巻
」
の
結
論
で
あ
り
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
を
総
括
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大

浬
樂
を
証
す
る
こ
と
が
本
願
力
の
回
向
に
よ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
還
相
の
は
た
ら
き
も
本
願
力

の
回
向
に
よ
る
こ
と
を
表
す
。

な
ぜ
な
ら
、
大
浬
葉

(大
乗
の
浬
樂
)
は
、
自
利
の
み
で
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
利
他
に
よ
っ
て
完
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
往
相

は
必
然
的
に
還
相

へ
と
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「利
他
の
正
意
」
の

「利
他
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
利
他

(本
願
力
)
で
あ
る
と
同
時
に
、
往
生
者
の
利
他

で
あ
る
。
つ
ま
り
、

稼
土
に
還

っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
事
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
意
で
あ
る
と
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏
に
救
わ
れ
た
往
生
者
の
本
意
で
も

あ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
こ
こ
を
も
つ
て
論
主

(天
親
)
は
広
大
無
碍
の
一
心
を
宣
布
し
て
、
あ
ま
ね
く
雑
染
堪
忍
の
群
萌
を
開
化
す
。
宗
師

(曇
鶯
)
は

　
　
大
悲
往
還
の
回
向
を
顕
示
し
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
他
利
利
他
の
深
義
を
弘
宣
し
た
ま
へ
り
。
仰
い
で
奉
持
す
べ
し
、
こ
と
に
頂
戴
す

　
　
べ
し
と
。

と
、
天
親
は
、
広
大
無
碍
の

一
心
を
宣
布
し
て
、
煩
悩
に
汚
さ
れ
た
娑
婆

の
衆
生
を
導

い
て
く
だ
さ
り
、
曇
驚
は
、
往
相
も
還
相
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　

も
に
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
に
よ
る
回
向
で
あ
る
こ
と
を
顕
し
て
、
「他
利
利
他

の
深
義
」
を
説
き
広
め
て
く
だ
さ

っ
た
と
二
人
を

ほ
め
た
た
え
、
そ
の
教
え
を
仰
ぎ
、
謹
ん
で
い
た
だ
く
べ
き
で
あ
る
と
、
「証
巻
」
を
結
ん
で
い
る
。



お
わ
り
に

　

以
上
、
還
相
回
向
釈
を
通
し
て
還
相
の
悲
用
に
つ
い
て
考
察
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
真
実
の
証
の
内
容

に
他
な
ら
な
い
。

親
驚
は
、
阿
弥
陀
仏
よ
り
回
向
さ
れ
た
真
実
の
行
信
に
よ
っ
て
、
現
生
で
は
正
定
聚
の
位
に
つ
き
、
当
来
に
は
浄
土

に
往
生
す
る
と
同

時

に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
滅
度
と
は
、
無
上
浬
葉

・
大
浬
樂

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
自
ら
の
さ

と
り
の
完
成
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
他
を
救
済
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
完
成
す
る
自
利
利
他
円
満
の
世
界
、
無
住
処
浬
葉
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「証
巻
」
に
お
い
て
、
往
相
の
証
果
を
明
か
す

一
段
の
あ
と
に
、
還
相
の
悲
用
が
説
か
れ
る
必
然
的
理
由
が
あ
る
。
し
か
も
、
『浄

土
論
』
『論
註
』
を
長
々
と
引
用
さ
れ
る
還
相
回
向
釈
は
、
「証
巻
」
の
約
四
分
の
三
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
往
相
の
証
果

が
還
相
の
悲
用

へ
と
展
開
す
る
と
言
う
よ
り
、
往
相
の
証
果
の
内
容
そ
の
も
の
が
還
相
の
悲
用
だ
と
言

っ
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

註

 

(註
1
)
「利
他
」
の
言
は
、
往
生
人

の
果

(自
利
)
後
の
利
他
化
他
を
意
味
す
る
こ
と
、
を
以
て
そ

の
当
分
と
す

る
が
、
そ
の
本
源
が
勿
論
、
如
来

の
妙
願

　
　
　

力
に
あ
る
が
故
を
も

っ
て
帰
本
す
れ
ば
亦
、
本
願
力

・
他
力
、

の

「
利
他
」

で
あ
る
べ
き
は
、
理
の
必
然
で
あ
る
。

(加
藤
仏
眼

『教
行
信
証
竪
徹
』

　
　
　

二

一
二
頁
)

(註
2
)
読
み
方
は
、
梯
實
圓

『教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』

三
八
四
～
三
八
七
頁
参
照

還相回向の研究

(註

3
)

願
心
荘
厳
と
広
略
相
入
と
二
種
法
身
の
不

一
不
異
と
の
三

つ
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、
原
因
と
根
拠

を
は

っ
き
り
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
星
野
元
豊
氏
は
、
「
願
心
は
三
種
荘
厳
の
形
成
の
原
因
で
あ
る
。
荘
厳
は
願
心
を
原
因
と
し

て
、
そ

の
結
果

と
し
て
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

一
如

の
構
造

は
三
種
荘
厳
の
成
立

の
根
拠

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
種
法
身

の
不

一
不
異

の
構
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(註
4

(註

5

造
に
お
い
て
広
略
相
入
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
の
構
造
を
根
拠
と
し
て
そ

の
上
に
願
心
荘
厳

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
如

の
構
造
は
三

種
荘
厳

の
根
拠

で
あ
り
、
三
種
荘
厳
は
結
果
で
あ
る
。
従

っ
て
、
願
心
と
三
種
荘
厳
は
原
因
と
結
果
の
関
係
で
あ
り
、

一
如
と
三
種
荘
厳
は
成
立

の
関
係
と
し
て
、
根
拠
と
結
果

の
関
係
で
あ
る
。
」
と
言
う
。
(星
野
元
豊

『講
解
　
教
行
信
証
』

一
二
四
二
頁
～

一
二
四
七
参
照
)

「
『入
出

二
門
偶
』
に

「無
礫
光
仏
、
因
地

の
時
、

こ
の
弘
誓
を
発
し
、

こ
の
願
を
建

て
た
ま
ふ
。
菩
薩
す
で
に
智
慧
心
を
成
じ
、
方
便
心

・
無
障
心

を
成
じ
、
妙
楽
勝
真
心
を
成
就
し
て
、
す
み
や
か
に
無
上
道
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま

へ
る
な
り
。」

(『註
釈
版
聖
典
』
五
四
八
頁
)
と
あ
る
よ

う
に
、
聖
人
は
、
法
蔵
菩
薩

の
願
事

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

;

〈
入
第

一
門
と

い
ふ
は
、
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し

て
か
の
国
に
生
ぜ
し
め
ん
が
た
め
に
す
る
を
も

つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
安
楽
世
界
に
生
ず

る
こ
と
を
得

昌

。
こ
れ
を
第

一
門
と
名
つ
く
〉
と
の
た
ま

へ
り
。
仏
を
礼
し

て
仏
国

に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
は
、
こ
れ
初
め
の
功
徳
の
相
な
り
と
。
〈入
第

二
門

と
は
、
阿
弥
陀
仏
を
讃
嘆
し
、
名
義

に
随
順
し
て
如
来

の
名
を
称
せ
し
め
、
如
来

の
光
明
智
相
に
よ
り

て
修
行
せ
る
を
も

つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
大
会

衆
の
数
に
入
る
こ
と
を
得
し
む
。
こ
れ
を
入
第

二
門
と
名
つ
く
〉

(浄
土
論
)
と

の
た
ま

へ
り
。
如
来

の
名
義
に
よ
り

て
讃
嘆
す
る
、

こ
れ
第

二
の

功
徳

の
相
な
り
と
。
」
(傍
線
、
著
者
挿
入
)
(
『註
釈
版
聖
典
』
三
三
三
頁
)
な
ど
、
使
役
の
意

の
送
り
仮
名
を
送
り
、
還
相
の
す
べ
て
が
、
阿
弥

陀
仏

の
本
願
力
に
よ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

(註

6
)

「他
利
利
他

の
深
義
」
と
は
、

『論
註
』
に

「他
利
と
利
他
と
、
談
ず
る
に
左
右
あ
り
。
も
し
仏
よ
り
し
て
い
は
ば
、
よ
ろ
し
く
利
他
と

い
ふ
べ
し
。

衆
生
よ
り
し
て
い
は
ば
、
よ
ろ
し
く
他
利
と
い
ふ
べ
し
。

い
ま
ま
さ
に
仏
力
を
談
ぜ
ん
と
す
、
こ
の
ゆ
ゑ
に
利
他
を
も

っ
て
こ
れ
を
い
ふ
。
ま
さ
に

知

る
べ
し
、
こ
の
意
な
り
。
」
(
『註
釈
版
聖
典
』

一
九

二
頁
)
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
他
利
と
利
他

に
は
、
何
を
語
ろ
う
と

す
る
か
に
よ

っ
て
違

い
が
あ
る
。
仏
か
ら
言
え
ば
、
(仏
が
)
他

(衆
生
)
を
利
益
す
る
か
ら
利
他
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
衆
生
か
ら
言
え
ば
、
他

(仏
)
が

(衆
生
を
)
利
益
す
る
か
ら
他
利
と

い
う

べ
き
で
あ
る
。
今
は
仏
の
は
た
ら
き
を
語
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
利
他
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
を
よ
く
知

る
が
よ
い
、
と

い
う
。
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*
本
文

の
現
代
語
訳
に
関
し
て
は
、
主

に
、
『浄
土
真
宗
聖
典
　
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類

(現
代
語
版
)』
に
依

っ
た
。

〈キ

ー
ワ

ー
ド

〉

教
行
信
証

・
証
巻

・
還
相
回
向

還相回向の研究
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